
問題 2
• 北半球のある海域において、海水の密度場を2層で近似し、上下層の境界面（密
度境界面）の東西断面が図１の実線のような分布になっている場合を考える。地
衡流近似が成り立ち、下層には流れがないとして、上層の南北方向の流れを考え
る。以下の問いに答えよ。

問1:地衡流近似では、ある２つの力がバランスしている。その２つの力とは何と何か。
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問2：以下の物理量の東西分布はどのようになるか、地点A－Fとの位置関係がわ
かるように、概略を図示せよ

a: 海面高度（海面のジオイドからのずれ）
b: 海面での流速の南北方向成分
c: 海面下100ｍでの流速の南北方向成分
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圧力傾度力は海面も
150mも同じように働くので
流速分布は同じになる。

アイソスタシーから海面は
密度境界面と反対称になる


